
　左の目次で，ページ数のうしろにある（ア），（イ）などの記号は，次の分
類を表しています．
［Ａ］高校入試を目指す人向けの記事　（ア）私立・国立の上位合格を目
指す人向け／（イ）私立・国立の合格圏到達を目指す人向け／（ウ）公
立の上位合格を目指す人向け
［B］入試からはとりあえず離れた記事　（エ）すべての人向けの読み物風
の記事／（オ）意欲的な人向けの発展的な記事［☆は，中高一貫校生向
けの記事です．］
　この分類を参考にして，まずは自分に適すると思われる記事から読み始め
るのがよいでしょう．ただ，これはあくまでも一つの目安ですから，記号にあま
りこだわることなく，気軽にそれ以外の記事にも目を通してみて下さい．特に，
演習記事では，各問ごとの難易度や（ア）～（ウ）に応じた必要度も明示し
てありますので，上の分類を越えて幅広くご利用いただけるはずです．

　難易度は，　A…基本，B…標準，C…やや難，D…難　をそれぞれ表
しており，また，必要度は，
　◎……是非，解いてみよう　◯……原則として，解いてみよう
　△……余裕があれば，解いてみよう　空欄…原則として，解く必要なし
をそれぞれ表しています．
　「学力コンテスト」は，（ア）に分類されていますが，A・B2つのコースを
設置してありますので（これらの違いについては，☞p.79），それ以外の方も
ぜひチャレンジしてみてください．さらに意欲的な人向けに，「高数オリンピック」
も用意されています．
　（ア）～（ウ）の“入試に直結した記事”を中心に読む方が多いでしょうが，
（エ）さらには（オ）の記事の中にも，興味深いものはいろいろあるはずです．
“読まず嫌い”になることなく，目についたものから，どうぞページをめくってみ
て下さい．
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